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――比田井洵編著『アルテ・フルート教則本』出版について――
A study on Makoto Hidai : 
About the publication of Altès Flute Method  written and edited by Makoto Hidai
丹　下　聡　子
TANGE Satoko
Makoto Hidai (1916 - 1989) established Japan Flute Club and endeavored for the wide 
spread of the modern style in the postwar era in Japan. 
His Altès Flute Method,  which has three volumes, is the first full-fledged textbook for flute 
performers and has been widely used for a long time in this country.
This method is mainly based on Méthode pour flûte système Boehm contenant la théorie 
complète de la musique  by Henry Altès (1826 - 1895).  Hidai, however, wrote some (original) 
preliminary practice pieces for each etude with practical advice to solve some performance 
problems.  We discovered some parts are from F.Caratgé's revised version in 1956.
The research also discovered that Hidai also wrote commentary for flute fanciers based on his 
experience as a flute teacher according to the bulletins of Japan Flute Club .  There is Hidai's 
evaluation criterion for the choice of instruments, a posture for flute performers, and an original 
training menu for self-trainers.
Thus, Altès Flute Method  is not only a translation of the French textbook but an original 






（1916 - 1989）は、1947（昭和 22）年に発足した「日本フルートクラブ」を主宰し、
戦後の日本におけるフルート音楽・奏法受容のために尽力した人物である。フルート教師として
も活躍し、日本初の本格的な教則本として、『アルテ・フルート教則本 1（全 3 巻）』出版したこと
でも知られている。この教則本の原書は、アンリ・アルテス Henry Altès2（1826 - 1895）の『音
楽の完全な理論を含むベーム・システム・フルートのための教本（全 3 巻）Méthode pour flûte 
système Boehm contenant la théorie complète de la musique 』である。
　本論の目的は、比田井洵編著『アルテ・フルート教則本（全 3 巻）』が 1960（昭和 35）年に出
版されるまでの経緯について明らかにすることである。この教則本は現在も版を重ねており、日本
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1.1. 比田井洵（1916 - 1989） 4























に約 30 名の会員が集まって発足した。一番古い月報は 1949（昭和 24）年のものでその中には作
曲家の平尾貴四男 6 やフルート奏者の吉田雅夫 7 の名前もある。その後、一旦解散するが 1951（昭









































記載年月 著者 題名 備考 価格（円）
年 月
1951 9 吉田雅夫 フルート教本 発刊年不明だが、1956 年に全音楽譜出版社から出版
されたものと同じだと考えられる。
300
1952 5 山田忠雄 アルテ教則本　巻１ フランスから輸入すると高価なため、非常に喜ばれて
いる。
150
6 森敏信 教則本 交換売買希望欄に記載。 不明













記載年月 著者 題名 備考 価格（円）
年 月
1951 9 E.Köhler 練習曲 1（作品番号不明） 配本 ＊
1951 11 E.Köhler 練習曲 2（作品番号不明） 配本 ＊
1952
1 E.Köhler 練習曲 3（作品番号不明） 配本 ＊
7 P.Taffanel=P.Gaubert デイリーエクササイズ 1-10 配本 ＊
8
P.Taffanel=P.Gaubert デイリーエクササイズ 11-17 配本 ＊
O.Langey Practical Tutor Boosey&Howkes Catalogue 612
9
H. Altès Famous Flute Method in 3 Parts 輸入楽譜のカタログに記載あ
り（英文）
各 1,530
J.Andersen 24　Etude Artistiques op.15 765
24　Progressive Studies op.33 459
24　Virtuosity Studies op.60 1,224
M.Moyse Debutant Flutist 459
24　Little Melodious Studies with Variations 459
25　Melodious Studies with Variations 612
100　Studies from CRAMER in 2vols 各 459
50　Studies from　DEMERSSEMAN in 2vols 459 ／ 612







Articuration School：Mechanism － Chromatism 各 765
1953
5 M.Moyse ソノリテ 青写真にて複写 280
12





G.Briccialdi op.31-11.12.13 製本あり 200
1954
1 H. Altès フルート教則本 「2 巻求む」（読者） ＊
6 ～ 9 L.Lorenzo 教則本 配本 ＊
1955 8 P.Taffanel=P.Gaubert 24 の漸新的練習曲 配本 ＊
1956
5
G.Gariboldi Exercices Journaliers　op.89 配本（会報には作品番号のみ
記載されていた）
＊
10 A.B.Fürstenau 12 の練習曲 配本 ＊






H.Genzmer 練習曲 配本 ＊
9 G.Gariboldi 20 の小練習曲　op.132 配本 ＊
12 J.Andersen 18 の練習曲 配本 ＊













　第 1 回の配本であったケーラーの練習曲には作品番号が記さていなかったが、作品 33 のこと
である 19。また、ケーラーの練習曲は『ロマンティック・エチュード』も配本されている。これ






　1951（昭和 26）年 7 月と 8 月の配本は、現在も「タファネル・ゴーベール」と呼ばれて使用
されている『デイリ ・ーエクササイズ』である。この原書は 1923 年にフランスで出版された『フルー
トの完全な教本Méthode	complète	de	flûte』20 の一部分である。また、1955（昭和 40）年 8月の
『24 の漸進的練習曲』もその一部である。
トランキル・ベルビギエ Tranquille	Berbiguier	（1782	–	1835）
　1953（昭和 28）年 12 月の配本は、ベルビギエの『18 の練習曲』であった。
ジュゼッペ・ガリボルディ Giuseppe	Gariboldi（1833	–	1905）












　アンデルセンの練習曲は 2冊で『18 の練習曲（op.41）22』が 1957（昭和 32）年 12 月、翌年
5月に『24 の練習曲 op.21』が配本されている。
ハインリッヒ・ススマン Heinrich	Soussmann（1796	-	1848）






　輸入楽譜のカタログは 1952（昭和 27）年 8 月と 9 月に掲載されていた。この頃、フルートク
ラブと松尾ミュージックカンパニーとで輸入楽譜の取次に関する契約が成立したためである 23。
オットー・ランゲイ Otto	Langey（1851	–1922）















Chromatism の 4 冊である。後者は以下の 9 冊である。100	Studies	from	CRAMER	in	2vols、50	
Studies	from	DEMERSSEMAN	in	2vols、24	Daily	Exercises	from	Soussmann、From　BERBIGUIER：




ていたのは、モイーズの『ソノリテ』（1953〈昭和 28〉年 5月）、ブリッチャルディ 26 の『フルー
ト独奏の為の練習曲 op.31-11,12,13』（同年 12 月）、ドンジョン 27 の『演奏会用練習曲』（1957〈昭
和 32〉年 5月）であった。中でもドンジョンの練習曲は人気が高かったため、後に配本として取



























1953 7 ～ 8 M.Moyse ソノリテ 斉藤格訳
10 M.Schwedler 「歌口とその形に就いて」 山田忠男訳
12 M.Schwedler 「フルーティストのための指の体操」 山田忠男訳
1954 1 P.Taffanel=P.Gaubert 教則本 越川敏子訳
3 P.Taffanel=P.Gaubert 教則本 越川敏子訳
4 P.Taffanel=P.Gaubert 教則本 越川敏子訳






















　これらは、現在も「日本フルートクラブ出版 33」に保管されている。①は、1956 年に Leduc か
ら出版されているものでカラジェ 34 によって改訂されたものである。4か国語（仏・英・独・西）
で書かれており、全 2巻である。②は、同じく 1956 年に出版されている。こちらはフランス語で



















































































『日本フルートクラブ』　1947 年～ 1961 年 11 月。
参考ホームページ
“	A	Listing	of	All	the	Musicians	of	the	Boston	Symphony	Orchestra	”
http://www.stokowski.org/Boston_Symphony_Musicians_List.htm#B	（アクセス日 2016 年 11 月 5日）。
“	IMSLP	”	http://imslp.org/wiki/Main_Page（アクセス日 2016 年 11 月 2日）。
“	Harald-Genzmer-Stiftung	”	http://genzmer-stiftung.de/（アクセス日 2016 年 11 月 1日）。
“	Robert	Bigio	flute	pages	”	http://www.robertbigio.com/caratge.htm（アクセス日 2016 年 11 月 5日）。
『日本フルートクラブ』http://www.jfc-pub.co.jp/index.htm（アクセス日 2016 年 11 月 9日）。





2		19 世紀フランスのフルート奏者である。1868 年から 1893 年までは、パリ音楽院のフルート科教授を務めた。
3		2016 年 1月 28日発行の第 1巻は 40刷である。












9 原書は Boehm	,	Theobald	 .	1871	.	Die	Flöte	und	das	Flötenspiel で、岡村が使用した翻訳の元本は Boehm	,	Theobald	 .	1922	.	
The	flute	and	flute	–	playing	. 	Translated	by	Dayton	C	.	Miller	.	New	York	:	Dover	publications	,	inc. である。
10 出版はされていないが、小又良一によって翻訳されたものが月報（130 ～ 135 号）の付録として会員に配布されている。
11 出版当時は日本フルートクラブ京都支部の会員。日本フルート協会設立時の副会長であった。同志社大学名誉教授で人類学に
関する著書のほか、音楽に関する著書もある。
12 この教則本の原書について福永吉宏氏にインタビューした（2016 年 10 月 27,28 日）。
13『日本フルートクラブ』月報 1952 年 5月号 No.9「アルテ教則本巻一の出版」参照。




















25 これは 1953（昭和 28）年に配本として取り上げられている。
26 ジュリオ・ブリッチャルディ Giulio	Briccialdi,（1818	–	1881）。
27 ジョアンヌ・ドンジョン Johannes	Donjon（1839	-	1912）。
28 配本として取り上げたのは 1959（昭和 34）年 3月のことであった。
29 アーサー・ブルーク Arthur	Brooke（1866	-	1950）。
30 マクシミリアン・シュヴェートラーMaximilian	Schwedler（1853―1940）。
31		F・ベネット・チャップマン F.	Bennett	Chapman（生没年不明）	。『フルート・テクニック』は 1936 年に出版されている。
32『日本フルートクラブ』月報 1960 年 2・3月合併号No.94「アルテの出版に際して」参照。
33 有限会社日本フルートクラブ出版は 1973 年に設立された。
34 フェルノン・カラジェ Fernand	Caratgé	（1902	-	1991）。
35「日本フルートクラブ出版」現代表取締役。
36 カラジェ版を元本としていることは、すでに植村も指摘している（植村 1978：4）。また、②も書中にメモ書きが存在するこ
とから出版する際の参考に使っていた可能性が高い。
37「まえがき」では、フルートの構造、取扱い、楽器の調整や修理の方法を掲載すると述べている。また、「原書から楽典をはぶき、
近代的テクニック等必要なものを新たに加えた」ということも述べられている。
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